
敏
育
者
の
創
造
性
こ
椹
威
性

荒

井

貞

雄

　
序

　
一
、
溜
荻
育
現
管
ハ
成
立
の
條
件

　
　
1
、
自
我
意
識
の
嚢
生
と
そ
の
内
容

　
　
2
、
自
我
意
識
と
他
我
意
識
と
の
關
係

　
　
3
、
吐
會
我
と
教
育
現
實

　
　
4
、
粗
…
互
影
響
の
起
る
理
⊥
田

　
一
一
、
教
育
現
審
ハ
に
於
け
る
敏
師
の
創
批
凪
性

　
　
1
、
教
育
診
察
力
と
治
療
手
腕

　
　
2
、
教
師
の
創
造
的
知
性
と
人
生
観

　
一
ご
、
教
由
肩
者
の
鑑
催
威
性

　
　
1
、
矛
盾
の
世
界
に
於
け
る
教
師
と
椹
威
性

　
　
2
、
相
互
作
用
に
表
れ
る
教
師
の
椹
威
性

　
　
3
、
民
主
的
敏
育
場
に
於
け
る
教
師
の
構
威
性

　
結

教
育
者
の
創
造
性
と
椛
威
性

一
一
五



教
云
目
者
の
創
吐
阻
性
と
同
一
性

＝
六

序

　
は
じ
め
に
、
教
育
と
云
う
こ
と
の
意
味
と
教
育
者
の
關
係
を
少
し
く
吟
味
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
わ
が
國
に
於
て
、
「
敏
育
」
と
云
う
こ
と
は
、
「
教
化
」
と
云
う
こ
と
と
同
じ
に
用
い
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
江
戸
時
代
で
あ
っ

た
。
そ
れ
迄
な
、
「
教
」
と
云
う
語
が
專
ら
用
い
ら
れ
て
居
っ
た
。
「
教
育
」
と
云
う
語
が
、
廣
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

つ
い
、
最
近
の
安
政
．
年
間
（
鳳
翻
H
Q
Q
駅
㊤
o
i
唐
）
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
英
弦
開
の
国
山
口
O
鋤
瞥
O
の
証
一
丁
は
O
創
口
O
帥
同
Φ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
墾
悶
で
は
渕
黛
へ
（
黛
『
e
叫
⑳
嚇
へ
で
、
ド
イ
ツ
証
鵬
で
は
Φ
増
B
①
『
①
b

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
い
つ
れ
も
、
「
引
き
出
す
」
、
又
は
「
導
き
出
す
」
の
意
味
で
あ
る
。

　
今
日
、
生
活
敏
育
、
民
圭
々
義
教
育
又
は
、
學
論
者
の
個
性
を
伸
ば
す
教
育
等
の
原
理
が
、
さ
か
ん
に
唱
え
ら
れ
て
居
る
。
こ
れ

は
畢
寛
す
る
と
こ
ろ
、
補
習
者
の
う
ち
に
潜
在
す
る
未
開
画
意
叢
達
な
る
可
能
性
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
伸
ば
す
と
云
う
こ
と
に
す

ぎ
な
い
。

　
若
し
、
痴
女
の
學
啓
者
に
各
々
の
教
師
が
つ
い
て
指
導
、
帥
ち
、
今
日
云
う
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
徹
底
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
ま
こ

と
に
威
話
し
た
敏
育
結
果
を
得
る
こ
と
は
、
言
を
起
た
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
三
時
の
指
導
者
を
得
る
と
云
う
前
提
が
な
け

れ
ば
、
不
可
能
な
事
に
経
る
の
で
あ
る
。
叉
、
近
年
、
諸
鳥
合
の
著
し
い
褒
達
に
俘
い
、
敏
育
科
學
も
長
足
の
進
歩
を
と
げ
、
教
育

技
術
は
、
敏
白
蜜
の
中
心
的
課
題
の
感
を
呈
し
て
居
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
進
歩
し
た
技
術
で
も
、
そ
れ
を
用
い
る
淫
心
者

に
、
そ
の
仁
を
得
な
け
れ
ば
、
技
術
は
生
か
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
す
、
敏
育
の
も
く
ろ
み
は
果
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
ど
う
し
て
も



教
育
に
携
わ
る
人
の
「
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
」
が
、
凡
て
の
鍵
と
な
る
の
で
あ
る
。
敏
育
者
が
、
ど
ん
な
心
理
状
態
又
は
動
機
に

於
て
、
技
術
を
決
定
し
、
敏
育
現
實
を
規
定
す
る
か
と
云
う
こ
と
に
つ
い
て
、
具
盟
的
に
、
し
か
も
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
分
析
的
解

明
を
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
武
闘
の
根
本
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
敏
育
の
本
質
的
な
も
の
を
具
現
す
る
途
が
、
横
た
わ
っ

て
居
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
程
、
教
育
者
の
人
聞
と
し
て
の
あ
り
方
は
、
教
育
現
實
、
現
象
と
云
う
過
程
の
中
に
あ
っ

て
は
、
基
本
的
に
し
て
力
學
的
可
能
性
で
あ
る
と
云
う
も
過
言
で
ぽ
な
い
。
し
か
も
、
敏
師
の
資
格
と
し
て
、
理
念
的
に
超
人
間
的

な
理
想
像
を
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
敏
師
の
姿
、
少
く
と
も
、
理
想
像
に
向
っ
て
、
全
身
奈
露
を
さ
』
げ
’
て
、
意
識
的
努
力

の
中
に
、
遺
憾
な
く
成
長
し
て
居
る
教
師
の
姿
を
把
え
よ
う
と
の
こ
こ
ろ
み
が
、
こ
の
小
論
丈
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
σ

唱
、
敏
育
現
實
成
立
の
條
件

　
引
き
出
す
、
導
き
出
す
、
と
云
う
教
育
の
根
本
的
な
も
の
は
、
常
に
教
師
の
側
に
於
て
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
漫
然
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
又
、
こ
の
敏
育
現
實
を
學
召
者
又
は
百
雷
育
者
の
側
に
立
っ
て
分
析
す
る
時
、
そ
れ
は
報
答
育
者
自
身
に
封

ず
る
自
畳
、
或
い
は
自
我
の
意
識
に
質
し
、
敏
師
又
は
彼
を
含
め
た
環
境
が
何
等
か
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
或
い
は
、
ど

の
位
で
も
、
自
分
が
外
部
か
ら
の
刺
戟
を
撮
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
位
で
も
、
成
長
磯
達
し
た
と
き
の
事
實
で
な
く
て
は
な
饒

な
い
。
印
ち
、
敏
育
平
倉
（
団
U
目
口
O
国
け
一
〇
昌
餌
一
　
h
簿
O
け
）
又
は
、
寒
害
現
象
（
国
身
。
簿
δ
日
計
冒
げ
①
ロ
O
日
①
昌
O
ロ
）
の
威
立
の
條
件
を
こ
の

よ
う
に
規
定
し
て
、
敏
師
と
の
關
係
を
扱
っ
て
行
く
前
提
と
し
た
い
。
こ
こ
で
、
最
も
必
須
的
な
要
素
は
、
被
言
言
者
の
自
己
意
識

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
眞
似
る
、
教
化
、
感
化
キ
ニ
試
う
よ
う
な
、
敏
育
無
事
に
於
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
被
敏
育
者
の
自
我
意
識
に

　
　
　
敏
育
者
の
創
造
性
と
椹
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七



　
　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
椹
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
八

基
い
て
形
威
さ
れ
て
居
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
敏
育
墨
黒
は
、
各
民
族
、
否
、
人
間
の
意

識
生
活
の
始
ま
る
と
同
時
に
、
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ル
ソ
ウ
（
男
o
q
の
ω
o
即
ξ
｝
・
匂
こ
）
は
、
敏
育
の
現
象
は
人
の
出
生
と
同
時
に
始
ま
る
老
引
張
し
た
。
　
も
う
一
歩
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

わ
が
國
で
は
、
特
に
江
戸
時
代
に
は
胎
敏
に
つ
い
て
論
い
た
も
の
が
黒
く
な
い
。
　
ア
リ
ス
ト
テ
ン
ス
　
（
》
ほ
馨
巴
。
ロ
。
）
は
、
そ
の

「
政
治
學
」
の
中
に
山
育
の
重
要
な
一
部
門
と
し
て
堅
塁
を
基
げ
て
居
り
、
中
國
の
朱
子
も
、
有
名
な
彼
の
「
小
學
」
の
註
に
、
妊

娠
時
の
母
親
の
感
情
、
意
識
の
重
要
性
を
述
べ
て
居
る
。
然
し
、
近
年
の
遺
言
學
及
敏
育
科
學
の
進
歩
に
照
し
て
み
る
時
、
胎
教
と

云
い
、
ル
ソ
ウ
の
出
生
と
同
時
に
始
ま
る
教
育
現
象
読
等
は
教
育
環
境
に
聾
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
1
、
自
己
意
識
の
駿
生
と
そ
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
ボ
；
ル
デ
ン
（
田
W
O
一
α
≦
凶
昌
鴇
匂
・
H
口
●
）
は
「
自
我
の
意
識
は
他
我
と
の
相
互
行
爲
、
特
に
眞
似
る
行
爲
の
結
果
で
あ
る
」
と
指
摘

し
て
居
る
。
そ
れ
は
、
丁
度
十
ケ
月
、
十
ニ
ケ
月
の
赤
坊
が
、
母
の
ロ
を
見
て
、
自
己
の
ロ
を
意
識
し
、
そ
の
ロ
唇
や
頬
の
．
動
き
を

眞
似
る
と
云
う
こ
と
に
よ
り
、
自
分
は
自
我
を
持
っ
て
居
る
と
云
う
自
我
意
識
が
は
じ
め
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
ひ
こ
の
眞
似
る
と

云
う
行
騰
が
度
重
な
る
に
從
っ
て
、
他
我
か
ら
示
さ
れ
る
も
の
に
注
意
す
る
と
同
時
に
、
自
我
意
識
の
上
に
た
っ
て
、
感
情
、
動
機

等
の
心
理
現
象
を
學
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
學
ぶ
過
程
は
、
自
我
意
識
（
0
8
0
9
0
ロ
。
。
昌
①
ω
ω
O
h
。
・
①
犀
）
と
他
我
認
知
（
潜
≦
母
①
口
O
器
O
酷

。
爵
Φ
『
ω
）
と
の
闇
の
均
衡
を
保
ち
乍
ら
、
眞
似
た
り
、
退
け
た
り
、
し
て
居
る
間
に
、
自
己
意
識
は
、
　
一
歩
一
歩
制
然
と
し
た
状
態

に
登
達
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ボ
ー
ル
デ
ン
の
云
う
排
出
過
程
（
国
審
。
け
ぞ
。
℃
居
o
o
o
器
）
で
あ
っ
て
、
8
、
漠
然
と
自
己
と
云

う
感
じ
を
も
っ
こ
と
、
こ
の
段
階
で
は
、
外
界
に
期
し
岩
見
及
懸
盤
は
自
己
で
あ
ゆ
、
こ
れ
は
精
紳
的
物
理
的
自
我
意
職
で
あ
る
。



第
二
の
段
階
は
、
漁
る
反
慮
を
す
る
、
特
に
他
人
の
前
で
何
か
す
る
，
時
に
、
自
分
の
身
髄
は
外
界
の
事
物
と
同
じ
に
感
じ
、
自
分
の

感
じ
だ
け
が
自
己
で
あ
る
。
又
は
、
他
入
が
自
分
を
封
象
と
し
て
反
底
す
る
と
き
に
、
そ
の
反
慮
に
特
別
の
注
意
を
希
う
こ
と
に
依

り
自
分
が
他
人
の
反
慮
に
注
意
し
て
居
る
と
云
う
そ
の
事
に
写
し
て
自
分
と
‘
云
う
も
の
を
意
識
す
る
。
こ
れ
は
黒
影
的
自
我
意
識
で

あ
る
。
以
上
の
段
階
を
経
て
、
第
三
の
完
全
な
る
自
己
意
識
帥
ち
一
切
の
思
想
、
認
識
着
駅
等
を
先
験
的
に
制
約
す
る
こ
と
の
出
町

る
恒
常
的
菅
平
に
ま
で
成
長
磯
達
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
不
易
な
る
自
己
意
識
こ
そ
能
動
的
に
感
情
し
、
意
志
し
、
思
考
す
る
根
擦

と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
純
粋
自
我
意
識
で
あ
る
。
こ
の
如
き
自
己
意
識
の
褒
達
階
程
が
教
育
現
實
に
最
も
大
切
な
要
素
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
　
2
、
自
我
意
識
と
他
我
意
識
と
の
關
係

　
生
物
學
に
於
て
、
細
胞
は
、
初
め
猫
署
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
細
胞
が
集
團
を
つ
く
り
、
次
第
に
分
化

し
、
相
互
に
依
存
的
と
な
り
、
途
に
孤
立
し
て
居
っ
て
は
存
在
出
來
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
い
う
細
胞
が
循
環
組
織
、
神
経
組

織
の
よ
う
な
複
雑
に
し
て
精
密
な
る
器
官
や
組
織
を
形
成
し
、
更
に
、
そ
れ
等
の
有
機
化
さ
れ
た
集
り
が
完
全
に
磯
達
し
た
一
有
機

龍
と
進
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
生
後
、
数
ヶ
月
の
岳
見
は
、
精
神
物
理
的
自
我
さ
え
も
未
だ
目
畳
め
な
い
鳥
媒
的
生
物
で
あ
る
が
、
精
神
の
表
現
血
肝
で
あ
る
身

禮
の
成
長
に
つ
れ
て
、
精
紳
自
我
、
純
粋
自
我
等
の
意
識
自
我
に
稜
達
す
る
。
そ
の
曹
達
の
度
に
態
じ
て
、
自
他
の
意
識
が
分
化
さ

れ
る
と
同
時
に
、
自
他
間
の
交
渉
が
始
ま
る
。
そ
の
交
渉
が
深
ま
り
、
自
然
物
や
自
然
現
象
か
ら
受
け
る
影
響
等
が
加
わ
っ
て
、
自

我
意
識
の
複
雑
性
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
自
ら
情
感
し
、
思
考
し
、
意
志
す
る
と
こ
ろ
の
常
に
不
易
な
自
己
性
を
保
持
す

　
　
　
敏
育
け
者
の
創
靴
旭
性
と
漣
開
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九



　
　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
植
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
〇

る
純
輝
自
我
な
る
意
識
が
か
も
し
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
自
我
は
、
自
他
聞
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
そ
の
磯
際
磯
展

は
止
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ぽ
精
・
紳
叢
達
の
過
程
で
あ
る
。

　
こ
の
生
物
學
的
進
化
の
法
則
は
雲
斗
の
生
活
盤
と
云
う
有
機
禮
に
も
、
そ
の
ま
」
當
嵌
ま
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
未
婚
者
で
あ
っ

た
個
人
が
、
本
能
に
從
っ
て
夫
婦
と
な
り
、
相
互
の
生
活
保
護
の
爲
め
に
、
家
庭
と
云
う
小
集
團
を
つ
く
り
、
多
く
の
子
を
創
る
分

化
作
用
が
行
わ
れ
、
二
人
の
集
團
が
異
人
の
集
團
に
な
り
、
相
互
依
存
の
諸
作
用
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
軍
一
家
庭
紫
野

が
多
数
集
っ
て
村
落
と
な
り
、
町
と
な
り
、
都
市
と
な
り
、
國
家
と
な
り
、
雲
際
耐
會
と
螢
達
し
た
の
で
あ
る
。
人
類
祉
會
が
高
度

に
有
機
化
さ
れ
た
今
日
に
於
て
は
、
如
何
な
る
人
も
、
如
何
な
る
時
に
も
、
又
如
何
な
る
場
所
に
於
て
も
、
既
に
孤
立
的
に
生
存
を

維
持
す
る
こ
と
は
出
雲
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間
生
活
の
相
互
依
存
性
即
ち
肚
必
要
は
人
間
本
來
の
本
質
の
一
つ
で
あ
る
と
云
う

こ
と
に
異
議
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
3
、
杜
會
我
と
敏
育
現
實

　
人
聞
性
の
根
抵
に
砒
會
性
即
ち
相
互
依
存
性
の
横
た
わ
っ
て
居
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
銑
に
、
理
解
出
來
た
と
思
う
。
こ
こ
で
、

「
わ
れ
一
」
即
ち
多
敷
の
自
我
の
集
り
の
中
に
於
け
る
自
我
を
砒
會
我
と
呼
び
、
そ
の
「
我
」
に
つ
い
て
少
し
く
分
析
し
て
置
く

必
要
が
あ
る
。
ク
ー
レ
イ
（
O
O
O
一
Φ
団
M
O
●
　
国
）
の
云
う
［
鏡
に
映
っ
た
我
」
が
、
　
自
我
意
識
の
女
生
で
あ
り
、
　
同
時
に
肚
叢
書
の

　
　
　
　
　

出
磯
貼
で
あ
る
。
印
ち
、
そ
れ
は
、
ミ
ー
ド
（
冨
＄
9
0
．
閏
．
）
の
云
う
「
自
分
に
樹
す
る
、
私
の
観
念
は
、
私
に
つ
い
て
の
隣
人

　
　
　
　
　
　
り
じ

の
観
念
で
あ
る
」
Q
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
す
、
自
我
を
客
観
暫
し
た
も
の
で
あ
り
、
眞
の
自
我
を
そ
こ
に
叢
見
す
る
の
で
あ

る
。
眞
の
自
我
を
三
見
し
た
場
合
に
は
、
自
我
を
他
我
に
封
照
す
る
と
云
う
渦
程
を
経
て
、
は
じ
め
て
、
そ
の
磯
見
が
可
能
と
な



る
。
そ
の
過
程
に
於
て
は
、
獲
見
の
み
な
ら
す
、
眞
の
成
長
磯
達
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
自
我
の
磯
見
、
磯
達
が

可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
複
数
自
我
託
ち
「
わ
れ
わ
れ
」
の
意
識
を
も
褒
黒
し
、
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
敢
鼠
壁
の
意
識

が
自
我
と
他
我
間
の
生
き
た
相
互
影
響
の
作
用
を
展
開
す
る
基
峯
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ
れ
は
純
粋
又
は
な
ま
な
る
敏
育
事
書
を
形

成
す
る
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
デ
ン
の
指
摘
す
る
眞
似
る
と
云
う
現
象
と
鏡
映
我
帥
、
ち
砒
會
我
と
は
蹄
一
を
ひ
と
し
く
す
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
、
デ
ュ
ー
ヰ
（
U
Φ
ミ
①
ざ
ト
）
は
、
次
の
よ
う
に
彼
の
解
繹
を
し
て
居
る
。
　
即
ち
、
「
人
間
は
共
通
鮎
が
あ
る
故
に
共

同
生
活
を
な
し
、
交
通
（
O
o
B
日
¢
艮
8
江
。
昌
）
の
手
段
に
よ
り
共
通
の
物
資
を
獲
得
し
、
共
同
肚
會
を
組
織
す
る
妊
め
に
、
共
同

理
解
（
O
O
日
置
O
昌
9
ロ
O
㊦
円
馨
国
昌
亀
コ
ぬ
）
、
同
類
精
神
（
ピ
貯
①
－
日
豊
O
弓
田
①
ω
ω
）
の
手
段
を
用
い
る
。
：
：
一
個
人
は
他
の
個
人
が
考

え
か
り
、
感
じ
た
り
し
た
こ
と
を
聞
く
こ
と
に
依
り
、
そ
れ
だ
け
、
大
な
り
小
な
り
、
彼
自
身
の
態
度
を
改
め
る
。
叉
、
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
　

そ
の
自
己
の
経
験
を
語
る
人
も
、
幾
分
な
り
共
、
聞
き
手
か
ら
影
響
を
受
け
る
の
は
自
明
で
あ
る
」
個
人
と
し
て
も
計
　
會
と
し
て

も
、
交
通
の
手
段
に
よ
り
、
精
神
的
の
生
命
の
蓮
績
を
計
る
と
共
に
、
経
駿
を
更
新
し
、
そ
れ
に
依
り
各
個
人
は
進
歩
磯
達
す
る
の

で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
交
通
は
杜
會
我
聞
に
於
け
る
相
互
影
響
で
あ
り
、
敏
育
手
段
で
あ
る
。
特
に
、
こ
れ
が
成
人
と
未
鼠
輩
者

と
の
關
係
に
な
る
と
、
彼
の
言
う
「
生
活
の
必
要
と
し
て
の
敏
育
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
敏
育
作
用
に
於
て
、
就
會
性
の
重
要
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
ク
リ
ー
ク
（
閑
『
一
①
O
ゲ
矯
　
］
四
）
は
自
我
意
識
と
他
我
意
識
間
の
無
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　

的
相
互
影
響
が
敏
育
箏
實
の
根
底
で
あ
る
と
云
う
。
そ
れ
は
、
直
ち
に
砒
會
生
活
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
百
番
の
上
に
、
意
圖
的

に
し
て
計
書
的
な
敏
育
の
い
と
な
み
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
、
敏
育
作
用
は
意
識
虚
無
意
識
的
相
亙
影
響
で
あ
り
、
そ
の

基
肇
は
無
意
識
的
杜
魯
生
活
中
に
起
る
自
我
他
我
間
の
相
關
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ク
リ
ー
ク
が
圭
署
す
る
無
意
識
的
複
数
砒
會

　
　
　
敏
育
誉
創
造
性
と
樺
威
性
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二



　
　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
横
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
高
ニ

我
又
は
無
意
識
的
相
互
影
響
な
る
作
用
は
自
我
の
獲
達
を
進
め
る
上
に
、
極
め
て
根
本
的
に
し
て
重
要
な
る
根
擦
で
あ
る
。
こ
の
鮎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
關
し
て
小
林
澄
黒
氏
は
特
に
「
形
成
さ
れ
な
が
ら
形
威
す
る
」
と
云
う
見
解
を
も
つ
て
詩
論
が
試
み
ら
れ
て
居
る
。

　
　
4
、
相
互
影
響
の
起
る
根
猿

　
意
識
的
に
せ
よ
、
無
意
識
的
に
も
せ
よ
、
自
我
と
他
我
間
に
相
互
に
影
響
す
る
事
實
の
起
る
根
嫉
は
何
虚
に
あ
る
か
？

こ
れ
に
封
ず
る
答
案
は
、
先
づ
、
？
幻
原
理
そ
の
も
の
で
あ
る
。

帥
ち
、
第
一
は
人
間
の
根
本
的
本
性
の
一
つ
で
あ
る
外
界
か
ら
の
刺
戟
に
督
し
注
意
し
、
そ
れ
が
快
適
又
は
生
命
保
存
に
必
要
な
も

の
な
ら
ば
、
之
を
受
領
し
、
不
快
に
し
て
、
又
、
不
必
要
な
も
の
な
ら
ば
、
之
を
排
退
す
る
。
こ
れ
を
本
能
の
立
場
か
ら
見
る
な
ら

ば
、
好
奇
、
自
己
保
存
、
模
倣
等
で
あ
り
、
否
定
さ
る
べ
く
も
な
い
。
第
二
は
反
胃
す
る
本
能
で
あ
る
。
人
間
は
意
識
的
に
無
意
識

的
に
刺
戟
に
齢
し
反
射
的
に
、
又
思
考
の
後
に
磁
器
す
る
。
こ
れ
は
反
憲
、
適
鷹
又
は
無
慮
本
能
で
あ
る
。
第
三
は
生
後
一
ケ
月
頃

か
ら
始
ま
る
さ
ま
ざ
ま
の
表
現
作
用
で
あ
る
。
純
粋
自
我
意
識
の
始
ま
る
頃
か
ら
、
自
己
表
現
の
要
求
は
旺
盛
と
な
る
。
そ
れ
は
、

先
づ
、
身
空
的
表
現
に
始
ま
り
、
次
第
に
精
紳
的
、
知
識
的
、
美
的
方
面
へ
の
表
現
と
叢
達
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
手
段
と
し
て
は

動
作
、
感
情
、
言
語
等
の
媒
介
に
依
る
の
で
あ
る
。
特
に
言
語
は
最
も
有
力
な
手
段
で
そ
の
方
法
も
種
々
あ
る
。
こ
れ
は
表
現
、
傅

達
本
能
で
あ
る
Q

　
か
く
の
如
く
、
人
聞
の
本
能
的
な
も
の
の
上
に
、
人
間
は
相
互
に
作
用
し
、
影
響
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
教
育
現
業
を
可
能
な

ら
し
め
る
種
汝
な
る
要
因
が
深
く
、
又
篤
く
存
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
特
に
成
熟
者
が
未
成
熟
者
に
直
接
作
用
し
、
形
響
す
る
と

写
う
こ
と
は
、
敏
育
現
實
の
本
質
で
あ
り
、
血
の
通
っ
た
生
き
た
力
學
的
な
鋸
盤
の
一
つ
で
あ
る
。



二
、
敏
・
育
現
實
に
於
け
る
敏
師
の
創
造
性

　
既
に
、
序
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
敏
育
目
的
を
實
現
す
る
爲
に
は
、
そ
の
本
質
的
具
膿
と
し
て
、
教
育
者
の
人
間
と
し
て
の
在
り

方
が
そ
の
基
盤
で
あ
る
と
の
見
解
は
動
か
し
得
ぬ
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
理
想
像
に
封
照
し
て
の
敏
師
と
云
う
よ
り
は
、
教
育
の

場
に
於
け
る
、
日
常
、
無
制
限
に
展
開
さ
れ
る
敏
育
現
實
又
は
活
動
の
中
に
現
わ
れ
て
認
る
普
通
の
敏
師
の
姿
：
：
と
云
っ
て
も
、

そ
れ
は
被
害
育
者
と
と
も
に
苦
し
み
、
と
も
に
樂
し
み
、
と
も
に
言
習
し
、
と
も
に
威
長
ず
る
人
間
と
し
て
の
敏
育
者
の
姿
で
あ

る
。

　
普
通
の
轡
師
の
姿
。
こ
れ
は
、
前
に
も
蓮
べ
た
よ
う
に
、
普
通
の
人
間
生
活
を
す
る
人
間
界
師
の
生
活
で
あ
る
。
そ
の
彼
は
、
人

闇
と
し
て
の
唯
物
的
な
一
般
杜
會
の
通
念
的
な
規
定
性
か
ら
開
放
さ
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
彼
は
、
こ
の
通
念
的
な
仁
恩
規
定

の
う
ち
に
在
り
な
が
ら
、
他
の
多
く
の
異
っ
た
職
に
從
愛
す
る
人
汝
と
は
、
自
ら
異
っ
た
、
自
己
の
圭
…
燈
的
使
命
観
を
も
つ
て
、
敏

膏
屠
標
の
實
現
に
向
っ
て
、
易
々
と
し
て
不
断
の
努
力
を
し
て
止
ま
な
い
姿
で
あ
る
。

　
彼
は
、
教
室
に
継
て
、
肚
會
に
於
て
、
家
庭
訪
問
に
於
て
見
聞
し
、
接
黙
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
間
關
係
に
於
て
敏
育
問
題
を
意
識

し
、
把
握
し
、
最
善
の
技
術
を
用
意
し
て
、
誤
っ
た
三
池
と
治
療
を
ほ
ど
こ
さ
な
い
決
意
を
持
つ
彼
な
の
で
あ
る
。
叉
、
彼
は
、
絶

え
ず
、
敏
育
目
標
を
意
識
し
、
吟
味
し
、
健
全
な
る
人
生
観
を
維
持
す
る
爲
に
常
に
哲
學
す
る
彼
で
あ
る
。
他
面
に
於
て
、
彼
は
敏

育
目
標
を
呉
現
す
る
爲
に
、
未
熟
者
の
正
確
な
實
膿
を
捕
え
、
最
善
の
技
術
を
墨
差
す
る
力
、
自
由
に
そ
れ
を
騙
堕
す
る
こ
と
の
出

弄
る
技
能
と
診
断
結
果
を
正
確
に
解
輝
す
る
洞
察
力
の
持
ち
圭
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
か
く
の
如
き
力
を
み
が
く
た
め
に
瞬
時
た
り

　
　
　
教
育
脚
者
の
創
吐
氾
性
と
糠
憎
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
＝
一



　
　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
構
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

と
も
惜
し
ん
で
努
力
す
る
敏
師
で
あ
る
。

　
言
忌
愛
は
教
育
現
實
の
根
源
で
あ
る
と
共
に
教
師
の
本
質
的
性
質
で
あ
る
。
普
通
の
多
く
の
今
日
の
敏
師
は
こ
の
愛
を
自
己
の
中

に
奥
深
く
自
蔵
し
て
居
る
故
に
使
命
観
に
着
た
さ
れ
、
職
場
に
生
命
を
賭
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
第
二
次
大
言
後
の
日
本
の
ど
こ
の

小
學
校
へ
行
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
、
復
員
敏
師
又
は
、
そ
の
職
に
つ
い
て
間
も
な
い
先
生
の
間
に
、
教
育
の
使
命
観
に
徹
し
た
多
く

の
先
生
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
教
職
の
永
い
経
歴
を
も
つ
た
先
生
の
中
に
も
、
　
こ
ん
な
先
生
は
相
輪
激
居
ら
れ
よ
う
。

近
年
、
敏
育
者
の
本
質
的
性
格
を
考
え
る
時
、
著
者
の
謄
裏
に
、
直
ち
に
往
來
す
る
の
は
學
校
法
人
須
磨
浦
學
園
小
學
校
の
W
先
生

で
あ
る
。
撒
年
間
に
わ
た
り
、
二
人
の
女
見
を
彼
に
托
し
た
。
保
護
者
と
し
，
て
、
然
し
、
著
者
の
敏
育
的
立
場
か
ら
、
彼
の
無
意
識

の
う
ち
に
、
多
く
の
資
料
を
提
供
し
て
い
た
壁
い
た
。
こ
の
小
論
文
は
そ
の
資
料
に
依
っ
た
も
の
、
又
は
示
唆
を
受
け
た
部
分
が
非

常
に
多
い
。
彼
は
五
十
歳
を
越
え
る
教
育
者
で
あ
る
が
教
育
的
情
熱
も
成
長
も
未
だ
に
旺
盛
で
あ
る
。
二
人
の
識
見
は
そ
の
期
に
於

て
の
十
二
分
の
褒
達
を
途
げ
、
人
生
の
基
礎
工
作
に
健
全
な
も
の
が
導
き
出
さ
れ
て
居
る
。

　
　
1
、
教
育
診
察
力
と
治
療
手
腕

　
近
代
の
如
く
、
親
臨
が
分
化
し
複
雑
性
を
お
び
る
に
薄
い
、
教
師
は
教
育
の
詰
問
技
術
を
無
溢
し
て
は
職
業
人
と
し
て
は
成
り
立

た
な
い
。
又
、
　
一
概
に
敏
育
技
術
と
云
っ
て
も
、
教
育
の
封
象
、
時
、
場
面
等
に
よ
り
、
使
用
す
べ
き
技
術
の
種
類
、
度
合
等
が
相

違
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
後
に
述
べ
る
教
育
場
は
、
　
ス
ト
ラ
ト
マ
イ
ヤ
ア
（
ω
梓
目
”
け
b
P
①
《
①
壇
噂
　
団
●
　
切
・
）
が
指
摘
し

　
ア
　

て
居
る
よ
う
に
、
極
め
て
複
離
し
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
又
、
同
時
に
、
こ
の
場
は
、
ン
ヴ
ン
（
眉
①
≦
冒
讐
閑
・
）
が
、
場
の
原
理

　
　
さ
　

で
詮
明
し
て
居
る
よ
う
に
、
圭
龍
の
内
部
情
態
と
環
境
的
全
燈
の
事
情
と
の
間
に
行
わ
れ
る
作
用
で
あ
る
π
め
、
場
は
常
に
攣
評
す



る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
立
っ
て
、
敏
育
現
實
の
起
る
場
は
個
性
的
（
剛
鄭
島
一
く
一
山
昌
鋤
一
圃
ω
け
凶
O
）
で
あ
り
、
特
質
的
（
O
げ
餌
『
β
。
0
8
二
馨
冒
）
で
あ
る
。
特
に
與
え

ら
れ
た
場
は
敏
師
自
身
を
含
め
た
力
愚
書
構
造
を
も
つ
て
居
る
と
云
う
こ
と
が
最
も
重
要
な
意
味
づ
け
を
す
る
の
で
あ
る
。
か
」
る

場
の
連
績
で
あ
る
敏
育
に
観
て
は
技
術
は
決
し
て
固
定
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
維
え
す
改
造
帝
展
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ

る
。　

か
く
の
如
く
、
教
育
現
實
の
起
る
場
に
於
て
、
最
も
大
切
な
要
素
は
敏
育
技
術
と
云
う
よ
り
は
、
技
術
を
選
定
し
、
改
善
す
る
制

欲
力
、
邸
ち
教
師
の
教
育
診
断
力
、
洞
察
力
、
又
は
聰
明
さ
で
あ
る
。
正
し
い
観
察
と
深
い
理
解
の
出
煮
る
淵
叢
は
叡
智
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
氏
は
、
こ
れ
を
敏
育
的
叡
智
と
呼
び
、
次
の
三
つ
の
理
由
で
蟻
封
必
要
だ
と
蝿
帰
し
て
居
る
。
帥
ち
、

一
、
「
敏
育
の
現
實
的
要
求
と
い
う
も
の
は
個
々
の
分
析
を
容
れ
得
な
い
複
写
な
形
態
を
も
つ
て
現
前
す
る
も
の
で
あ
る
。
：
：
佃

々
の
事
象
の
背
後
に
は
多
く
の
人
偽
悪
係
が
振
が
つ
て
い
る
の
で
あ
る
Q
現
實
の
総
髭
問
題
に
志
し
、
解
決
の
方
法
を
與
え
ね
ば
な

ら
ぬ
時
に
は
、
全
盤
の
蓮
關
を
と
ら
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
〇

二
、
教
育
的
な
問
題
に
お
い
て
は
、
そ
の
解
決
の
方
法
を
お
く
ら
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
同
時
に
、
又
、
そ
の
解

決
の
方
法
を
お
く
ら
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
と
あ
る
〇

三
、
教
育
的
解
決
方
法
が
充
分
に
、
そ
し
て
警
部
に
効
果
的
で
あ
っ
た
か
否
か
の
判
定
の
困
難
の
場
合
が
多
い
。
合
理
的
に
し
て
効

果
的
な
教
育
方
策
を
決
定
す
る
事
は
極
め
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

．
薯
者
の
僚
友
大
伴
博
士
は
、
未
熟
者
の
生
活
を
知
能
、
學
…
業
、
特
殊
能
、
性
格
、
身
盤
、
就
璽
・
状
態
及
家
庭
歌
態
の
七
方
面
か
ら
、

　
　
　
教
育
者
の
創
造
牲
と
樺
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
一
二
五



　
　
　
教
幽
目
者
の
創
批
思
性
と
濃
　
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

出
山
る
だ
け
統
制
さ
れ
た
加
平
的
技
法
左
以
て
槍
黒
し
、
彼
と
し
て
「
正
當
な
生
活
」
を
し
て
い
な
い
な
ら
、
ど
の
方
面
に
、
ど
の

程
度
に
、
ど
の
よ
う
な
歌
態
に
於
て
事
項
が
あ
る
か
を
つ
き
と
め
る
こ
と
が
教
育
響
動
で
あ
り
、
そ
の
訣
陥
に
封
し
、
「
正
當
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ワ

生
活
」
を
い
と
な
み
得
る
よ
う
な
場
に
置
こ
う
と
す
る
の
が
教
育
治
療
だ
と
云
っ
て
居
る
。
教
育
現
實
の
起
っ
て
釣
る
場
で
、
敏
育

封
象
で
あ
る
生
徒
の
猷
陥
を
つ
き
と
め
る
知
性
、
正
當
な
生
活
を
螢
み
得
る
よ
う
な
場
を
つ
く
る
知
性
が
、
教
育
診
断
、
教
育
治
療

の
圭
禮
的
必
須
要
素
で
あ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
と
思
う
。

　
以
上
に
よ
り
、
敏
舟
場
に
於
け
る
敏
育
者
の
立
場
が
如
何
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
と
購
う
こ
と
に
つ
い
て
は
理
解
出
來
た
と
思

う
。
敏
育
集
實
は
常
に
ユ
ニ
ッ
ク
な
性
質
を
持
ち
、
從
っ
て
百
％
単
層
に
導
く
爲
に
は
、
亦
、
ユ
ニ
ッ
ク
な
方
法
が
要
求
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
決
し
て
柳
の
下
に
、
常
に
、
ど
じ
ょ
う
は
居
な
い
の
で
あ
る
。
然
か
も
、
そ
の
敏
育
現
身
の
中
に
は
未
熟
者
と
共
に
教
師

が
躍
如
と
し
て
存
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
は
威
呈
し
た
教
育
技
術
で
あ
り
、
敏
育
方
策
で
あ
っ
て
も
、
次
の
場
で
は
不
満

足
な
も
の
と
な
ろ
う
。
叉
、
さ
き
に
は
正
時
な
生
活
場
で
あ
っ
て
も
、
次
に
は
そ
れ
は
正
當
な
生
活
で
な
い
と
云
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
湘
敏
育
現
實
が
か
も
し
出
さ
れ
る
場
は
、
常
に
ユ
ニ
ッ
ク
で
あ
り
、
流
動
で
あ
り
、
非
合
理
的
複
難
そ
の
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
現
わ
れ
出
た
被
鞠
育
者
の
敏
育
的
實
膿
を
正
確
に
つ
き
と
め
、
す
べ
て
を
か
け
て
効
果
的
な
虞

置
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
墨
継
を
つ
き
と
め
る
爲
に
如
何
な
る
道
具
と
技
術
を
選
ぶ
べ
き
か
、
治
療
に
當
っ
て
如
何
な

る
刺
戦
を
與
え
、
如
何
な
る
環
境
に
置
く
べ
き
か
と
云
う
こ
と
の
決
定
は
、
そ
の
教
育
場
に
於
け
る
教
育
者
即
ち
画
師
の
圭
盤
的
な

診
察
力
と
治
療
腕
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
診
察
力
と
治
療
手
腕
と
は
、
目
標
を
も
つ
教
育
活
動
か
ら
観
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

方
向
づ
け
で
あ
り
、
改
造
で
あ
り
、
生
産
で
あ
り
、
亦
、
創
造
で
も
あ
る
。
云
い
か
え
る
な
ら
ば
、
敏
育
場
に
於
て
、
教
育
現
實
と



旧
臣
取
り
組
ん
で
居
る
敏
師
に
は
よ
り
高
い
教
育
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
そ
の
診
察
力
と
治
療
手
腕
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
力

と
手
腕
を
磯
直
せ
す
し
て
は
教
育
作
用
は
聯
痺
状
態
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。
敏
育
効
果
は
、
敏
師
の
負
う
る
診
察
力
と
治
療
手
腕
に
か

＼
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
教
師
が
用
う
る
力
と
手
腕
は
敏
感
の
中
椹
的
本
質
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
2
、
敏
育
者
の
創
造
的
知
性
と
人
生
観

　
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
敏
育
現
象
又
は
現
金
の
磯
生
す
る
場
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
個
性
的
で
あ
り
、
又
、
特
殊
的
な
性
質

の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
被
教
育
者
を
園
む
全
髄
が
影
響
す
る
の
み
な
ら
す
、
其
の
時
に
於
け
る
彼
の
内
的
な
七
二
歌
態
が
作
用
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
に
於
け
る
彼
の
滑
石
を
面
輔
す
る
に
は
、
第
一
に
如
何
な
る
道
呉
と
技
術
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
正
確

な
素
材
（
U
讐
櫛
）
が
得
ら
れ
る
か
、
第
二
に
、
そ
の
得
た
素
材
に
如
何
な
る
解
繹
（
一
暮
。
弓
『
o
欝
二
〇
旨
）
を
加
え
る
か
、
或
い
は
得

た
素
材
の
信
感
性
を
先
ず
吟
味
す
る
か
、
若
し
信
頼
性
が
低
い
時
に
は
、
改
善
さ
れ
お
道
具
と
技
術
を
用
い
て
素
材
の
選
集
を
す
る

か
、
第
三
に
、
疑
惑
に
基
い
て
如
何
な
る
言
置
を
す
る
か
、
帥
ち
敏
材
と
刺
戟
と
環
境
の
石
槍
討
を
し
て
不
必
要
又
は
有
害
な
る
要

素
を
除
去
し
、
必
要
な
も
の
を
加
附
す
る
。
第
四
に
は
、
改
善
さ
れ
た
虞
置
に
於
け
る
現
實
の
結
果
を
吟
味
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
更
に
異
っ
た
虞
置
を
す
る
心
構
え
を
す
る
。
第
五
に
は
、
　
一
二
効
果
的
な
反
慮
を
得
た
な
ら
ば
、
よ
り
効
果
的
な
遠
慮
を
得
る

た
め
次
の
よ
り
よ
き
威
置
を
準
備
す
る
。
か
く
の
如
く
、
薫
育
目
標
の
實
現
に
向
っ
て
、
敏
師
の
用
い
る
知
性
は
泉
の
如
く
全
く
無

墨
藏
で
あ
の
、
如
何
な
る
教
育
現
實
に
僻
し
て
も
最
善
の
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
知
性
は
臨
機
愚
答
の
活
動
を
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
卜
師
の
知
性
の
活
動
は
創
造
的
性
質
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
、
蓄
え
ら
れ
た
素
材
に
教
師
の
知
性
を
働
か
し
新
し
い
要

素
を
加
え
て
被
敏
育
者
に
潜
在
し
て
居
る
可
能
を
導
き
出
す
作
用
で
あ
る
。
こ
れ
を
敏
師
の
創
造
的
知
性
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
櫃
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七



　
　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
椹
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八

知
性
を
被
教
育
者
と
の
關
係
に
於
て
分
析
す
る
な
ら
ば
、
一
面
に
於
て
は
、
高
度
に
褒
達
し
た
知
性
、
慣
値
に
封
ず
る
安
當
な
判
断

の
出
來
る
聰
明
さ
、
生
命
と
絶
封
者
と
の
安
田
な
る
相
々
等
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
未
熟
な
る
被
激
育
者
に
比
べ
れ
ば
遙
か
に
高

い
綜
合
知
性
を
教
師
は
所
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
シ
ュ
ブ
ラ
ン
ガ
ア
の
所
謂
理
論
的
人
間
で
あ
る
。

他
面
に
於
て
は
、
被
知
育
者
と
同
一
水
準
に
立
つ
協
同
者
と
し
て
、
そ
の
若
き
生
命
を
共
生
し
、
そ
の
生
命
に
浸
透
し
な
が
ら
よ
り

高
き
目
標
の
實
現
に
志
向
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
教
育
的
創
造
知
性
の
側
面
圖
で
あ
る
。

　
槍
診
と
治
療
の
結
果
が
合
致
し
な
い
と
き
、
教
育
的
創
造
知
性
は
一
段
と
そ
の
質
、
量
と
も
に
増
大
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
で

あ
る
。
又
、
合
致
し
た
と
き
と
云
え
ど
も
同
様
に
増
大
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
の
時
だ
け
に
通
用
す
る
性
質
の
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
次
の
瞬
間
に
は
、
そ
の
場
に
適
々
す
る
知
性
が
必
要
に
迫
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
教
育
的
創
造
知

性
な
る
も
の
は
、
決
し
て
恒
常
的
に
固
定
し
た
性
質
の
も
の
で
な
く
、
敏
育
者
の
人
間
と
し
て
の
在
り
方
が
常
に
進
展
成
長
す
る
と

共
に
成
、
不
威
の
敏
育
作
用
を
通
じ
て
進
歩
増
大
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
教
育
的
創
造
知
性
の
成
長
と
云
う
こ
と
は
、
軍
師
の
入
間
と
し
て
の
在
り
方
に
極
め
て
重
要
な
帥
ち
彼
の
成
長
の
基
盤
と
な

っ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
診
察
、
治
療
の
教
育
経
験
は
教
師
を
し
て
敏
育
的
確
信
を
得
せ
し
め
る
と
共
に
創
造
知
性
の
威
長
を
促
進

せ
し
め
る
結
果
と
な
る
。

　
さ
き
に
蓮
べ
た
よ
う
に
、
大
件
氏
は
被
敏
育
者
の
槍
診
を
七
つ
の
方
面
か
ら
す
る
と
云
う
。
そ
の
中
の
性
格
方
面
に
は
遺
偉
、
馨

學
等
方
面
も
當
然
加
え
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
も
起
り
得
る
。
否
、
當
然
加
え
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
又
、
宇
宙
に
於
け
る
絶
筆
的
存



在
と
被
教
育
者
間
の
花
曇
女
係
も
診
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
も
し
ば
く
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
り
、
容
易
に
理
解
出
來
る
よ
う
に

教
育
診
察
と
治
療
と
は
人
間
生
活
の
全
領
域
に
交
渉
を
持
つ
の
で
あ
る
。
特
に
、
肚
會
性
、
唯
物
性
、
｛
同
罪
性
等
は
人
間
の
本
性
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
教
育
作
用
の
経
験
を
重
ね
る
に
濃
い
、
敏
師
の
槍
診
硯
野
は
次
第
に
擾
大
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
生
活
に
封
し
、

人
生
に
淫
し
、
教
師
自
身
の
経
験
は
偉
大
な
る
先
哲
よ
り
纏
達
し
た
文
化
遺
産
の
先
食
を
受
け
る
事
に
よ
り
、
損
大
さ
れ
、
基
礎
づ

け
ら
れ
る
。
か
く
し
て
漁
師
の
人
生
観
、
世
界
観
は
健
全
な
る
基
盤
の
上
に
、
い
や
が
上
に
も
充
實
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
利
己
を
克

．
服
し
た
無
の
心
境
に
於
て
、
そ
の
職
に
鰍
汝
と
波
頭
す
る
前
述
の
須
磨
浦
學
園
の
W
教
師
の
姿
の
如
き
は
、
け
だ
し
そ
の
典
型
的
存

在
で
あ
る
。

　
教
育
的
創
造
知
性
の
戸
長
磯
達
は
、
軍
に
敏
師
の
人
格
の
成
長
を
促
進
せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
、
彼
を
し
て
、
彼
を
園
む
肚
會
に

於
け
る
教
育
問
題
に
頗
る
敏
感
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
・
又
、
同
時
に
、
彼
は
愛
校
、
就
會
を
問
わ
す
慰
書
目
標
に
封
ず
る
意
識
が

そ
の
鮮
明
度
を
塘
し
、
敏
育
場
に
面
し
て
は
想
像
以
上
に
情
熱
と
實
行
力
が
下
獄
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
自
明
の
如
く
、
圭
と
し
て
教
師
の
立
場
か
ら
観
た
が
、
唐
傘
場
に
常
に
登
場
す
る
普
通
の
今
日
の
教
師
が
、
黒
磯
起
っ
て

來
る
教
育
現
象
に
煙
し
、
誠
實
と
健
康
と
を
も
っ
て
、
取
り
組
む
な
ら
ば
、
教
育
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
如
何
な
る
技
術
を
、
何

時
、
如
何
よ
う
に
駆
使
す
る
か
と
云
う
工
夫
が
絶
え
ず
、
凝
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
工
夫
を
す
る
と
云
う
こ
と
が
創
造
知
性
で

あ
る
。
創
造
知
性
は
人
間
の
他
の
職
場
に
も
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
・
そ
れ
が
敏
育
場
に
適
鷹
さ
れ
た
時
、
そ
れ
は
七
型
的

創
造
知
性
と
し
て
、
敏
育
學
の
本
質
的
基
盤
と
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
知
性
が
教
師
の
経
験
と
、
文
化
遺
産
の
洗
禮
を
受
け
て

成
長
す
る
時
、
教
師
の
人
格
と
人
生
観
は
そ
の
成
長
に
正
比
例
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
敏
育
者
の
創
造
性
と
穣
威
性
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
二
九



敏
育
者
の
認
造
性
と
椹
威
性

一
三
〇

三
、
敏
師
の
権
威
性

・
帝
威
と
云
う
意
味
は
、
こ
こ
で
は
、
眞
理
と
云
う
露
盤
か
ら
受
領
す
る
主
観
的
感
情
で
あ
る
と
述
べ
て
置
く
こ
と
に
す
る
。
眞
理

の
實
盤
と
は
絶
封
便
値
で
あ
り
、
最
高
の
便
値
の
具
現
さ
れ
た
姿
で
も
あ
る
。
樺
威
は
磯
散
さ
れ
た
り
、
示
さ
れ
た
り
、
命
令
さ
れ

た
り
即
ち
強
制
さ
れ
た
り
し
て
現
れ
る
も
の
で
な
い
。
そ
れ
は
、
権
力
、
威
力
、
宣
言
と
云
う
よ
う
な
意
味
で
な
い
と
云
う
こ
と
を

前
提
と
し
た
い
。
そ
れ
は
、
親
で
あ
る
故
を
も
つ
て
子
に
封
し
権
威
を
も
つ
も
の
で
な
く
、
面
面
無
利
己
的
愛
の
具
現
者
と
し
て
の

父
の
姿
か
ら
子
が
受
け
る
紳
汝
し
い
印
象
叉
は
感
情
で
あ
る
。
又
、
そ
れ
は
、
敏
師
は
彼
を
超
越
す
る
一
つ
の
偉
大
な
る
道
徳
的
人

格
の
註
繹
者
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
も
っ
て
教
師
は
権
威
を
持
つ
と
云
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
彼
の
偉
大
な
る
画
格
に
接
す
る
彼

の
生
徒
が
彼
の
人
格
に
封
し
て
持
つ
面
面
、
信
頼
等
の
感
情
の
綜
合
膿
が
梅
威
の
實
禮
で
あ
る
。
或
い
は
、
亡
者
が
彼
の
專
門
と
す

る
學
叉
は
技
術
に
つ
い
て
の
最
高
の
知
識
、
技
術
を
持
っ
て
居
る
故
、
世
間
で
通
俗
的
に
彼
は
権
威
だ
と
云
う
が
如
く
、
又
は
、
権

威
が
生
じ
た
と
云
う
が
如
き
性
質
の
も
の
で
も
な
い
。
學
者
が
持
つ
最
高
の
知
識
、
技
術
、
人
格
等
に
封
し
、
彼
に
接
す
る
人
々
が

受
け
取
る
奪
敬
と
云
う
感
情
だ
と
云
い
得
る
の
で
あ
る
0

　
　
1
、
矛
盾
の
肚
會
に
於
け
る
敏
師
と
樺
威
性

　
敏
師
は
砒
會
を
構
威
す
る
各
個
人
の
成
長
褒
達
を
助
成
し
、
祉
會
機
構
の
維
持
磯
展
に
軍
要
な
役
割
を
演
ず
る
敏
育
と
云
う
は
っ

き
り
し
た
仕
事
に
妬
し
て
の
責
任
者
で
あ
る
。
謂
わ
ぼ
、
教
師
の
冠
會
に
於
け
る
役
割
は
極
め
て
大
で
あ
る
。
裁
っ
て
、
敏
師
に
封

ず
る
千
曳
釣
地
位
評
便
捻
通
念
的
に
億
高
い
の
で
あ
る
。
こ
の
見
応
釣
地
位
、
馬
上
は
、
そ
の
批
會
の
文
化
水
準
の
バ
ロ
メ
ー
ク
ア



で
あ
る
、
と
同
時
に
、
そ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ア
は
そ
の
融
會
の
歴
皮
的
規
定
に
制
約
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
敏
師
の
権
威
性
と
云
う
問
題
を
取
り
あ
げ
る
時
、
今
述
べ
た
現
在
敏
師
が
置
か
れ
て
い
る
翠
霞
の
歴
史
的
規
定
と
、
第
二
に
、
前

項
で
分
析
し
た
敏
育
者
と
被
教
育
者
間
に
起
る
相
互
影
響
、
教
師
の
教
育
的
創
造
知
性
及
人
生
観
の
成
長
段
階
の
心
理
的
原
理
を
基

礎
條
件
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
日
本
に
於
け
る
よ
う
に
、
國
民
が
有
史
以
來
は
じ
め
て
経
験
す
み
敗
戦
の
混
齪
至
恩
に
予
て
は
、
教
育
者
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は

實
に
重
大
だ
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
秋
に
當
っ
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
世
界
皮
的
観
鮎
と
非
利
己
的
世
界
観
に
立
脚
し
た

教
育
哲
學
の
再
槍
討
は
最
も
急
を
要
す
る
業
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
恰
も
破
れ
た
猫
逸
國
民
に
暫
し
、
租
國
再
建
を
憂
慮
し
な
が

ら
「
猫
逸
舌
鼓
に
早
う
」
と
毅
然
と
し
て
叫
ん
だ
フ
ィ
ヒ
テ
の
心
境
に
近
い
も
の
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
日
本
の
敏
育
者
は

フ
ィ
ヒ
テ
の
如
き
信
一
念
に
基
い
て
由
敏
育
協
心
潮
、
山
教
育
り
目
標
、
敏
育
課
程
、
教
育
指
導
、
學
級
及
墨
・
校
経
欝
、
肚
會
宙
教
育
上
教
育
り
脳
槽
鳳
、

制
度
組
織
そ
の
他
諸
々
の
教
育
面
の
革
新
的
探
究
に
向
っ
て
員
摯
な
る
努
力
が
つ
穿
け
ら
れ
て
居
る
。

　
然
る
に
も
か
㌧
わ
ら
す
、
旧
藩
期
に
あ
る
枇
會
の
常
と
し
て
、
教
師
の
装
置
的
地
位
評
債
は
、
一
般
的
に
、
悲
劇
的
な
現
象
を
示

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
勿
論
、
客
観
的
事
態
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
叉
、
同
時
に
、
業
師
の
圭
禮
的
内
面
の

世
界
に
も
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
居
る
の
で
あ
る
σ
日
本
教
職
員
組
合
は
、
そ
の
教
師
の
倫
理
綱
領
に
、
廣
義
に
も
せ
よ
「
教
師
は

勢
働
者
で
あ
る
」
、
「
教
師
は
敏
育
の
自
由
の
侵
害
を
許
さ
な
い
」
と
宣
揚
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
に
、
悲
劇
の
影
響
の
一
面
を
雄
辮
に
物

語
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
悲
劇
的
矛
盾
に
つ
い
て
少
し
く
考
え
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
敏
育
者
は
、
＝
画
に
於
て
彼
と
被
教
育
者
間
に
か
も
し
出
さ
れ
る
相
互
影
響
な
る
心
理
的
杜
會
的
「
間
柄
」

　
　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
椹
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
二



　
　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
梅
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

を
形
威
す
る
と
云
う
精
神
的
交
渉
が
生
す
る
の
で
あ
る
。
他
面
に
於
て
は
、
祉
會
の
丈
化
逡
産
を
傳
達
し
、
創
造
し
、
文
化
心
墨
を

維
持
す
る
と
云
う
、
歴
史
的
黙
黙
的
機
能
を
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
就
會
一
般
は
こ
の
機
能
を
果
す
能
力
と
知
性
と
人
格
と

を
導
師
に
要
求
し
、
又
、
認
知
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
屡
々
教
師
の
仕
事
が
聖
職
と
呼
ば
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
然
る
に
彼

は
一
般
肚
裏
人
と
同
じ
よ
う
に
生
活
の
資
を
獲
得
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
現
實
に
面
し
、
種
々
な
る
條
件
の
下
に
比
較
的
低

い
生
活
野
卑
に
止
む
な
く
置
か
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
等
が
よ
り
高
い
生
活
條
件
を
得
よ
う
と
の
努
力
も
教
職
員
な
る

故
を
も
つ
て
政
治
的
、
賢
母
的
制
約
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
強
い
て
高
い
生
活
を
望
む
な
ら
ば
縛
照
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
第
一
の
悲
劇
的
矛
盾
で
あ
る
。

　
第
二
の
悲
劇
的
矛
盾
は
、
豊
里
一
般
は
教
師
を
聖
職
に
あ
る
敏
養
と
高
い
知
性
の
具
現
者
で
あ
る
ζ
と
を
期
待
し
乍
ら
も
、
他
面

に
於
て
は
教
師
な
る
職
業
に
魅
力
と
希
望
を
持
た
な
い
と
云
う
彊
い
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
「
會
肚
、
銀
行
に
就
職
出
來
ね
ば
止
む

を
得
な
い
か
ら
學
校
の
先
生
で
も
や
る
」
と
云
う
の
が
近
代
の
大
學
卒
業
の
學
生
等
質
で
あ
る
。

　
第
三
の
矛
盾
は
、
敏
師
は
止
む
な
く
低
い
生
活
に
甘
ん
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
教
師
の
仕
事
は
心
と
心
、
魂
と
魂
と
の
接
鯛
を
含
む
人

間
製
造
の
精
神
事
業
で
あ
り
、
嚴
密
な
る
意
味
に
於
て
は
物
質
的
報
酬
で
は
殆
ど
そ
の
測
定
は
不
可
能
で
あ
る
。
然
る
に
、
肚
會
に

於
け
る
一
般
評
慣
の
標
準
は
貨
幣
に
依
る
計
度
に
よ
り
な
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
物
質
的
報
酬
が
低
い
か
ら
一
般
に
は
敏
師
の
聖

職
に
養
し
て
低
い
償
値
付
け
を
す
る
結
果
と
な
る
。
こ
こ
に
、
常
に
深
い
問
題
が
潜
在
し
て
居
る
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
憂
慮
に
堪

え
な
い
こ
と
は
、
素
質
的
に
教
師
適
格
者
を
除
い
て
は
、
眞
の
教
育
者
の
卵
が
曜
化
出
愚
な
い
こ
と
と
、
有
能
な
る
敢
師
が
韓
博
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
敏
師
の
現
實
と
肚
會
の
彼
等
に
封
ず
る
態
度
の
關
係
が
彼
等
の
動
揺
を
題
し
た
結
果
に
す
婁
な
い
。



　
第
四
の
矛
盾
は
、
教
師
の
個
人
差
に
基
因
す
る
能
力
の
差
異
で
あ
る
。
敏
育
者
が
置
か
れ
て
居
る
敏
育
目
標
の
達
成
と
云
う
こ
と

は
、
各
自
の
能
力
と
努
力
は
長
年
月
の
期
間
に
は
非
常
に
大
き
い
ギ
ャ
ッ
プ
を
話
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
多
く
の
問
題
左
残
し
、
激

育
の
仕
事
を
複
雑
に
す
る
。
現
代
の
敏
師
の
多
く
は
自
己
の
ペ
ー
ス
で
歩
も
う
と
し
な
い
。

　
第
五
の
矛
盾
は
敏
師
の
…
悩
み
で
あ
る
。
教
育
に
使
命
を
宣
え
、
日
夜
必
死
の
努
力
を
つ
す
け
て
居
る
教
師
の
反
省
か
ら
必
然
的
に

生
す
る
當
然
の
産
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
の
現
實
の
姿
と
理
想
像
と
の
間
隔
の
鹸
り
に
も
大
き
い
矛
盾
を
反
省
し
、
自
畳
か
ら
來

る
携
み
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の
矛
盾
は
望
ま
し
い
矛
盾
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
敏
師
の
置
か
れ
て
居
る
肚
會
の
客
観
的
事
態
に
よ
る
悲
劇
的
矛
盾
性
及
彼
等
の
圭
罷
的
内
面
の
世
界
か
ら
生
す
る
矛
盾
性

に
つ
い
て
分
析
し
て
見
た
。
か
く
の
如
き
融
會
的
身
分
の
敏
師
は
果
し
て
彼
等
の
構
威
な
る
も
の
を
保
持
出
來
る
だ
ろ
う
か
。

　
前
述
の
如
く
、
権
威
な
る
も
の
は
、
自
己
な
る
霞
継
側
か
ら
は
無
爲
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
邸
ち
、
樺
威
の
締
盟
の
表
現
手
段

が
特
殊
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
こ
迄
も
示
さ
れ
る
性
質
、
立
ち
積
極
的
な
も
の
で
は
な
く
、
消
極
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

　
客
観
、
圭
髄
の
何
れ
を
問
わ
す
、
教
師
の
面
す
る
矛
盾
性
を
解
決
す
る
途
は
三
富
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
は
、
他
の
職
業

に
あ
る
も
の
と
同
列
に
敏
職
を
置
き
、
薫
育
を
專
問
的
職
業
と
し
て
大
い
に
技
術
面
を
階
調
し
、
枇
會
機
能
と
し
て
の
役
割
を
完
逮

す
る
こ
ど
で
あ
る
。
か
く
す
る
こ
と
に
依
り
、
杜
會
的
な
悲
劇
矛
盾
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
は
敏
師
は
敏
職
は
聖
職
に

し
て
祉
會
的
矛
盾
の
如
き
は
意
に
介
し
な
い
超
然
態
度
を
取
り
、
獣
六
と
そ
の
職
に
精
進
す
る
ζ
と
で
あ
る
。
仙
人
の
生
活
態
度
で

あ
る
。
そ
の
三
は
、
現
在
最
も
要
請
さ
れ
て
居
る
敏
育
哲
學
に
徹
す
る
こ
と
で
あ
る
。
帥
ち
教
育
の
本
質
で
あ
る
敏
師
の
倫
理
に
生

き
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
敏
育
者
の
創
造
性
と
椹
威
性
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教
育
者
の
創
造
性
と
櫨
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

　
解
決
の
一
は
重
り
に
も
現
面
的
で
教
育
の
本
質
的
な
も
の
と
の
矛
盾
を
招
冒
し
、
教
育
を
根
底
か
ら
動
揺
さ
せ
る
危
瞼
性
が
多
分

に
包
含
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
解
決
方
法
に
は
教
師
の
権
威
と
云
う
こ
と
は
お
お
よ
そ
望
め
な
い
事
で
あ
る
Q
解
決
の
二
は
籐
砂
に
も

非
柱
面
的
で
極
め
て
少
撒
の
限
ら
れ
た
敏
育
者
の
み
が
實
如
露
留
る
こ
と
で
あ
る
。
の
み
な
ら
す
、
生
活
教
育
を
行
う
に
は
幾
多
の

困
難
に
出
會
う
こ
と
に
な
る
。
解
決
の
三
は
敏
育
に
お
け
る
理
念
的
性
格
、
そ
の
使
命
観
的
な
自
畳
に
立
っ
て
、
迫
り
止
る
悲
劇
、

矛
盾
、
そ
れ
が
客
観
、
圭
観
を
問
わ
す
、
を
超
え
て
、
身
を
も
っ
て
教
育
目
標
の
實
現
に
遭
進
ず
る
と
云
う
数
育
者
の
人
生
観
の
上

に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
正
木
氏
が
云
う
「
教
育
の
天
職
意
識
と
同
時
に
、
京
師
の
悲
劇
性
二
元
性
を
充
分
に
自
畳
し
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　

か
も
こ
の
悲
劇
を
自
己
の
蓮
命
と
し
て
積
極
的
に
引
き
う
け
ん
と
す
る
態
度
で
あ
る
」
。
　
か
く
の
如
き
圭
観
的
自
暴
に
立
つ
時
、
情

熟
も
創
造
的
知
性
も
旺
盛
と
な
り
、
内
面
的
形
成
即
ち
教
育
人
格
は
修
錬
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
そ
こ
に
は
じ
め
て
悲
劇
も
矛
盾
も

少
く
と
も
解
決
の
糸
口
は
客
親
的
に
提
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
亦
同
時
に
、
教
師
の
権
威
な
る
問
題
も
本
質
的
に
主
禮
的
に
解
決
さ

れ
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
2
、
相
互
作
用
に
表
わ
れ
る
教
師
の
樺
威
性

　
教
育
現
實
成
立
條
件
の
節
で
述
べ
た
様
に
、
自
我
意
識
は
外
部
か
ら
受
け
る
影
響
と
内
部
的
に
形
成
さ
れ
て
居
る
意
識
と
の
作
用

で
新
し
い
自
我
意
識
が
新
し
く
形
成
さ
れ
る
極
め
て
複
難
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
。
教
師
と
學
啓
者
と
結
び
合
う
と
云
う
こ
と
は

教
師
は
外
部
か
ら
の
影
響
で
あ
っ
て
、
叉
、
敏
師
も
懸
盤
者
か
ら
の
影
響
は
外
部
か
ら
で
あ
り
、
相
懸
に
影
響
す
る
作
用
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
如
何
な
る
意
味
か
ら
し
て
も
、
教
育
の
中
核
で
あ
る
。
教
師
と
生
徒
が
直
接
ふ
れ
合
う
作
用
で
あ
る
、
こ
の
作
用
に
よ
り
、

生
徒
は
感
情
し
、
意
志
し
、
思
考
し
て
自
己
な
る
性
格
、
人
格
が
形
威
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
別
の
表
現
を
す
る
な
ら
ば
、
生
徒
の
側



か
ら
、
相
亙
作
用
と
云
う
現
實
過
程
に
於
て
は
、
生
徒
は
教
師
の
精
神
生
活
の
中
に
入
り
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
生
徒
は
、
か
」
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渦
程
に
於
て
、
一
癖
安
定
感
を
味
わ
い
、
次
の
外
部
か
ら
の
影
響
を
待
機
の
態
勢
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
徒
の
教
師
に
依
存

し
て
居
る
姿
で
あ
り
、
鏡
映
我
の
姿
で
あ
る
。
然
か
も
、
そ
れ
は
無
意
識
的
な
相
互
影
響
の
情
態
で
あ
る
。
而
も
、
こ
の
状
態
に
於

て
敏
師
の
創
造
的
知
性
は
遺
憾
な
く
働
き
、
生
徒
の
成
長
に
資
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
又
、
同
時
に
、
教
師
も
相
互
作
用
の
原
理
に

論
い
威
長
ず
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
の
如
き
態
勢
に
置
か
れ
た
生
徒
は
そ
の
教
師
に
無
し
信
頼
と
尊
敬
の
念
を
意
識
の
中
に
、
無
意
識

の
中
に
催
す
の
が
常
で
あ
る
。
之
が
脚
ち
本
來
の
敏
師
の
梅
毒
で
あ
る
。

　
更
に
敏
師
の
側
か
ら
相
互
作
用
の
過
程
の
中
に
羅
如
と
し
て
現
れ
る
教
師
の
姿
を
少
し
く
分
析
し
よ
う
。
も
と
も
と
、
教
師
は
よ

り
高
き
教
育
効
果
を
墨
・
ぐ
べ
く
精
進
し
て
居
る
。
相
互
に
作
用
す
る
過
程
に
現
れ
る
生
徒
を
診
察
し
、
創
造
的
知
性
を
動
員
し
て
デ

ェ
ー
タ
ァ
を
吟
味
し
解
繹
を
加
え
て
最
善
の
治
療
を
施
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
く
無
我
即
ち
自
己
を
無
に
し
て
目
的
途
行

に
没
頭
し
て
居
る
姿
で
あ
る
。
他
面
に
於
て
は
、
生
徒
な
る
封
象
か
ら
影
響
を
受
け
て
更
に
威
長
し
て
居
る
姿
で
あ
る
。
彼
に
は
生

徒
に
叙
し
、
権
威
又
は
絶
封
優
性
感
を
示
す
又
は
與
え
る
と
の
意
識
は
毛
頭
な
い
。
キ
ル
パ
ト
リ
ッ
ク
（
閑
出
b
暮
ユ
。
ぎ
♂
＜
●
出
ピ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隅
）

の
云
う
、
「
只
、
彼
の
天
賦
の
業
に
生
き
て
居
る
に
渦
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」
。
即
ち
、
生
徒
の
成
長
の
爲
め
敏
師
は
よ
き
刺
戟
で
あ

る
。
そ
の
よ
き
刺
戟
た
ら
ん
温
め
に
生
徒
に
直
接
々
鰯
す
る
こ
と
に
よ
り
敏
師
自
身
成
長
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
姿
は
彼
は
彼

の
職
業
を
天
職
と
心
得
、
字
宙
の
原
動
力
で
あ
る
絶
封
債
砂
嚢
か
ら
輿
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
の
強
い
自
畳
に
基
い
て
の
姿
で
あ

る
。
こ
の
姿
を
目
の
あ
た
り
に
見
た
り
、
鰯
つ
た
り
す
る
生
徒
が
感
受
す
る
も
の
が
三
百
の
権
威
で
あ
る
。

　
こ
の
敏
師
は
あ
」
し
た
い
、
こ
う
し
た
い
、
こ
う
あ
り
た
い
、
あ
」
あ
り
た
く
な
い
と
曇
う
よ
う
な
取
り
越
し
苦
勢
の
態
度
で
は

　
　
　
敏
育
者
の
創
造
性
と
樺
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
五



　
　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
櫨
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
六

な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
忘
我
鄙
ち
佛
敏
で
云
う
「
無
心
」
と
も
云
う
べ
き
、
立
面
の
事
に
一
心
一
ぱ
い
に
か
』
る
態
度
で
あ
り
、

自
己
な
る
も
の
を
超
え
、
自
己
な
る
も
の
を
捨
て
た
境
地
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
神
と
か
佛
と
か
言
言
便
記
者
の
意
志
、
力
が
彼
の
内

に
流
れ
込
み
、
そ
れ
が
旺
ん
に
活
動
し
て
居
る
状
態
で
あ
る
。
人
間
と
し
て
の
敏
直
黒
の
個
性
な
り
本
質
が
そ
の
状
態
に
あ
ら
わ
れ

て
居
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
教
育
的
診
察
力
、
治
療
手
腕
の
基
底
で
あ
る
知
性
は
確
か
に
創
造
的
性
質
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の
創
造
知
性
が
無
我
の
境
地
に
於
て
自
由
自
在
に
活
動
す
る
状
態
は
敏
育
者
の
業
で
も
あ
る
が
同
時
に
、
そ
れ
は
今
古
的
境

地
に
於
て
行
わ
れ
る
業
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
職
と
し
て
生
き
て
居
る
教
師
の
姿
を
分
析
す
る
と
き
、
教
師
の
権
威
な
る
も
の
が

生
徒
の
魂
の
中
に
獲
生
す
る
根
源
が
明
瞭
に
な
っ
た
と
思
う
。
著
者
は
再
び
次
の
よ
う
な
こ
と
を
強
調
す
る
で
あ
ろ
う
。
個
人
的
利

釜
、
名
巻
心
等
利
己
中
心
的
な
も
の
が
無
意
識
な
中
に
ど
の
位
で
も
動
い
て
居
る
間
は
如
何
に
各
論
的
診
断
、
治
療
、
創
造
的
知
性

が
優
れ
て
居
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
敏
師
の
眞
の
椿
戯
と
云
う
が
如
き
要
素
は
焚
生
す
る
こ
と
は
、
心
理
學
的
構
造
上
殆
ん
ど
爪
可
能

な
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
ブ
ル
ウ
バ
ア
チ
ア
（
脚
吋
口
σ
鋤
『
O
一
P
Φ
瞥
鴇
　
｝
。
　
ω
●
）
が
云
う
ご
と
く
、
神
の
業
の
一
応
分
を
責
任
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

つ
て
途
行
ず
る
と
云
う
哲
學
の
な
い
敏
師
に
は
人
聞
形
成
の
本
釜
の
仕
事
は
出
面
る
筈
は
な
い
。

　
　
3
、
民
圭
的
教
育
場
に
於
け
る
教
師
の
榛
威
性

　
次
に
、
相
互
作
用
の
行
わ
れ
る
薫
育
場
に
於
て
、
治
療
の
基
底
を
な
す
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
過
程
に
於
て
、
現
わ
れ
る
教
師
の
模
威
に

つ
い
て
、
少
し
く
分
析
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
學
習
を
目
的
と
す
る
教
育
場
に
於
て
、
特
に
生
活
敏
育
に
就
い
て
敏
師
と
生
徒
は
互
い
に
伸
び
る
爲
め
に
一
禮
と
な
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
バ
ワ
ア
（
じ
口
◎
毛
O
き
♂
＜
．
ρ
）
は
こ
の
關
係
を
「
正
看
責
任
を
分
蔵
」
叉
は
「
學
暫
の
協
同
計
【
會
（
0
9
0
慰
O
鑓
菖
く
㊦
O
o
日
－



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　

a
口
相
公
9
聾
。
δ
鋤
言
葉
墜
q
）
と
表
現
し
て
居
る
。
學
習
の
内
容
を
決
定
す
る
こ
と
も
、
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
も
、
身
骨
も
、

寝
鳥
も
、
學
脅
結
果
の
扱
い
差
等
も
す
べ
て
そ
こ
に
集
っ
た
教
師
、
生
徒
の
討
議
に
よ
り
取
り
蓮
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
故
に
、
か

』
る
學
暫
…
場
に
於
て
は
討
議
、
報
告
が
學
脅
の
圭
た
る
方
法
と
な
る
の
で
あ
る
。
又
、
そ
の
學
町
場
の
指
導
原
理
は
デ
ュ
ー
ヰ
ィ
が

云
う
債
値
に
封
ず
る
協
同
精
瀞
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
お
互
い
が
全
く
自
由
な
、
準
等
な
、
主
観
的
か
ら
客
観
的
撒
態
に
於
て
物
事
を

考
え
且
つ
學
ぶ
状
態
と
雰
園
氣
を
創
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
敏
師
は
言
え
る
の
で
は
な
い
。
器
量
集
團
の
う
ち
の
有

力
な
る
一
員
で
あ
る
。
生
徒
に
も
敏
師
に
も
、
そ
の
場
は
眞
理
の
實
罷
を
協
同
で
探
究
す
る
場
で
あ
る
。
協
同
探
究
の
過
程
の
中
に

切
っ
て
も
切
れ
な
い
人
間
關
係
の
威
立
が
か
も
し
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
教
師
は
火
付
役
で
あ
り
、
調
整
者
で
あ
砂
、
完
結
者
で
あ
り
、
叢
誌
技
術
者
で
あ
り
叉
討
議
の
中
心
的
指
導
的
な
存

在
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
生
徒
の
立
場
で
見
る
時
は
、
ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
（
幻
。
ひ
亀
。
同
ω
悔
ρ
菊
・
）
が
裾
張
す
る
、
　
生
徒
は
専
問
家
か
ら
示
唆
さ
れ
た
條
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

に
よ
り
自
登
的
に
決
定
し
、
虞
置
を
す
る
、
と
云
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
ゆ

　
こ
の
教
師
及
生
徒
の
立
場
は
、
今
日
最
も
強
く
叫
ば
れ
て
居
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
中
橿
的
實
膿
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
人
間
關
係
に

於
て
、
激
師
の
権
威
性
な
る
現
象
が
随
所
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。

結

以
上
、
敏
育
の
本
質
問
題
で
あ
る
誉
者
者
に
尊
し
、
そ
の
創
造
性
と
権
威
性
を
信
書
と
云
う
事
實
の
中
に
と
ら
え
て
少
し
く
分
析

　
　
教
育
者
の
創
造
性
と
権
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七



　
　
　
　
　
　
教
育
者
の
魁
三
二
と
椹
威
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
一
三
八

吟
味
し
て
見
た
。
勿
論
、
こ
の
二
つ
の
因
子
で
教
育
者
の
實
盟
は
明
か
に
さ
る
べ
く
も
な
い
。
次
章
に
於
て
は
敏
盲
愛
の
分
析
を
進

め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
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